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前
号
に
引
続
き
、
２
月
１７
日
か
ら
２１

日
に
行
な
わ
れ
た
、「
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

ネ
グ
ロ
ス
視
察
ツ
ア
ー
」
の
報
告
２
を

お
届
け
し
ま
す
。

◎
２
月
１９
日
（
水
）

朝
８
時
に
バ
コ
ロ
ド
市
内
の
宿
を
出

発
し
、
ラ
・
カ
ル
ロ
ー
タ
市
ハ
ギ
ミ
ッ

ト
地
区
に
あ
る
カ
ネ
シ
ゲ
フ
ァ
ー
ム
・

ル
ー
ラ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
（
Ｋ
Ｆ
ー
Ｒ
Ｃ
）

へ
向
か
い
ま
し
た
。
大
型
バ
ン
に
揺
ら

れ
て
約
１
時
間
、
途
中
、
ラ
・
カ
ル
ロ
ー

タ
市
の
中
心
地
に
あ
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
・
ロ
ペ
ス
に
到
着
。

ロ
ペ
ス
は
庶
民
的
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
、
バ
コ
ロ
ド
市
内
の
モ
ー
ル

な
ど
の
都
会
価
格
と
比
べ
る
と
全
体
的

に
安
価
な
品
揃
え
で
す
。
商
品
の
多
さ

に
は
若
干
圧
倒
さ
れ
つ
つ
、
Ｋ
Ｆ
ー
Ｒ

Ｃ
へ
の
手
土
産
に
ス
ナ
ッ
ク
や
飲
み
物
、

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
や
夕
食
時
の
ア

ル
コ
ー
ル
な
ど
を
購
入
し
ま
し
た
。

ロ
ペ
ス
を
出
て
か
ら
２０
分
程
度
で
Ｋ

Ｆ
に
到
着
、
農
場
の
ス
タ
ッ
フ
、
研
修

生
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は

バ
ン
か
ら
荷
物
を
下
ろ
し
て
、
部
屋
へ

と
案
内
し
て
も
ら
い
ひ
と
息
つ
き
ま
し

た
。
部
屋
は
大
部
屋
に
１０
台
並
べ
ら
れ

た
木
製
の
ベ
ッ
ド
が
あ
り
、
全
員
が
同

じ
部
屋
で
雑
魚
寝（
ざ
こ
ね
）で
す
。「
高

校
の
修
学
旅
行
以
来
だ
よ
」
な
ど
と
い

フィリピン・ネグロス視察ツアー報告２
若手を中心に１０名がネグロス島を訪問しました

う
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

歳
に
な
る
と
学
生
と
言
う
よ
り
は
、
何

か
の
訓
練
所
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
す
。

１０
時
か
ら
Ｋ
Ｆ
ー
Ｒ
Ｃ
の
ス
タ
ッ
フ
と

研
修
生
の
紹
介
が
あ
り
、
Ｋ
Ｆ
ー
Ｒ
Ｃ

事
務
局
長
の
エ
リ
マ
ー
さ
ん
（
通
称
：

エ
ム
エ
ム
）
か
ら
、
Ｋ
Ｆ
ー
Ｒ
Ｃ
の
紹

介
と
設
立
の
目
的
な
ど
に
つ
い
て
の
話

し
を
伺
い
ま
し
た
。

◎
エ
リ
マ
ー
さ
ん
の
説
明

『
Ｋ
Ｆ
ー
Ｒ
Ｃ
は
バ
ラ
ン
ゴ
ン
バ
ナ
ナ

や
マ
ス
コ
バ
ド
糖
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産

者
や
現
地
の
農
民
た
ち
が
集
ま
っ
て
、

農
法
や
技
術
に
関
す
る
学
び
や
経
験
を

共
有
し
あ
う
場
（
ル
ー
ラ
ル
キ
ャ
ン
パ

ス
）
と
し
て
、
２
０
０
９
年
７
月
１
日

に
開
校
し
ま
し
た
。
５
ｈａ
に
広
が
る
農

場
で
は
、
養
豚
（
母
豚
は
約
３０
頭
）
と

野
菜
生
産
を
中
心
と
し
た
有
畜
複
合
の

循
環
型
農
業
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

豚
以
外
に
も
鶏
、
ヤ
ギ
、
ア
ヒ
ル
、

カ
ラ
バ
オ
（
水
牛
）
な
ど
も
い
ま
す
。

豚
舎
か
ら
出
る
糞
尿
廃
水
を
利
用
し
た

循
環
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
バ
イ
オ
ガ
ス

プ
ラ
ン
ト
（
メ
タ
ン
発
酵
）
と
Ｂ
Ｍ
Ｗ

技
術
の
複
合
設
備
を
構
築
し
、
農
場
内

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
次
世
代
の
担
い
手
と

な
る
若
者
た
ち
が
研
修
生
と
し
て
住
み

込
み
、
循
環
型
の
有
機
農
業
を
学
ん
で

い
ま
す
。
Ｋ
Ｆ
ー
Ｒ
Ｃ
で
研
修
を
受
け

た
若
者
た
ち
は
、
地
域
に
戻
っ
て
地
元

で
循
環
型
農
業
を
取
り
組
み
始
め
て
い

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
特
定
非
営
利

活
動
法
人
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
（
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協

会
会
員
）
が
共
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
注
目
を
集
め
、

近
隣
の
小
学
校
、
行
政
、
海
外
か
ら
の

訪
問
・
視
察
も
多
く
受
け
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。』

次
に
農
場
内
の
視
察
で
す
。
は
じ
め

に
飲
水
改
善
プ
ラ
ン
ト
と
生
物
活
性
水

プ
ラ
ン
ト
へ
。
飲
水
改
善
プ
ラ
ン
ト
は

土
木
槽
５０
ｔ
×
２
槽
と
約
１０
ｔ
の
自
然

石
槽
が
１
槽
で
す
。
生
物
活
性
水
プ
ラ

ン
ト
は
２
０
０
Ｌ
の
タ
ン
ク
×
５
槽
の

小
型
で
す
。
原
料
は
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ

ン
ト
か
ら
排
出
さ
れ
る
消
化
液
（
ス

ラ
ッ
ジ
）
で
す
。
以
前
は
バ
イ
オ
ガ
ス
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プ
ラ
ン
ト
に
併
設
さ
れ
た
１
槽
が
５０
ｔ
×
３

槽
の
土
木
槽
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
度

重
な
る
台
風
な
ど
に
よ
る
屋
根
の
破
損
、
電

気
代
の
急
な
高
騰
も
あ
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
な

も
の
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

生
物
活
性
水
は
定
期
的
に
飲
水
へ
添
加
、

野
菜
の
栽
培
に
も
活
用
し
て
い
ま
す
。
ブ
ロ

ワ
ー
の
稼
働
時
間
は
１
日
に
８
〜
１２
時
間
程

度
に
し
て
い
ま
す
。

続
け
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ン
ト
を
見
て

か
ら
畑
へ
向
か
い
ま
し
た
。
途
中
で
カ
ラ
バ

オ
が
い
た
の
で
、
若
手
二
人
が
乗
馬
な
ら
ぬ

乗
水
牛
に
挑
戦
。
何
と
も
ぎ
こ
ち
な
い
乗
り

方
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
本
人
達
が
ご
満
悦

の
よ
う
で
し
た
の
で
良
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
次
に
夕
食
の
ご
馳
走
、
Ｌ
ｅ
ｃ

ｈ
ｏ
ｎ
（
レ
チ
ョ
ン
〜
子
豚
の
丸
焼
き
）
を
焼

い
て
い
る
と
こ
ろ
へ
。
５
〜
６
時
間
ゆ
っ
く

り
と
炭
火
で
焼
き
上
げ
て
い
く
そ
う
で
、
こ

こ
で
は
子
豚
を
グ
ル
グ
ル
と
回
す
作
業
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
単
純
そ
う
で
す
が
ゆ
っ
く
り

と
子
豚
を
回
す
作
業
が
意
外
と
難
し
く
、
食

べ
る
の
は
簡
単
で
す
が
、
長
時
間
焼
い
て
回

し
続
け
る
の
は
大
変
な
作
業
で
す
。
想
像
し

た
だ
け
で
美
味
し
い
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

夜
ま
で
お
あ
ず
け
で
す
。

や
っ
と
畑
に
到
着
し
ま
し
た
。
畑
に
は
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
、
長
イ
ン
ゲ
ン
、
カ
ボ
チ
ャ
、

ナ
ス
、
シ
シ
ト
ウ
な
ど
１０
数
種
類
の
野
菜
が

栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
ラ

ン
ブ
ー
タ
ン
や
ラ
ン
ソ
ー
ネ
ス
、
マ
ン
ゴ
ー

な
ど
南
国
な
ら
で
は
の
フ
ル
ー
ツ
の
木
が
植

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
Ｋ
Ｆ
ー
Ｒ
Ｃ
で

は
、
今
年
か
ら
バ
ラ
ン
ゴ
ン
バ
ナ
ナ
の
栽
培

を
始
め
ま
し
た
。
長
年
の
思
い
が
よ
う
や
く

実
り
、
順
調
に
い
け
ば
今
年
の
７
月
か
８
月

頃
に
は
日
本
で
Ｋ
Ｆ
ー
Ｒ
Ｃ
の
バ
ラ
ン
ゴ
ン

バ
ナ
ナ
が
食
べ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、前
日
訪
れ
た
Ａ
Ｔ
Ｐ
Ｉ
（
オ
ル
タ
ー
・

ト
レ
ー
ド
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
社
）
と
一
緒
に
、
バ

ラ
ン
ゴ
ン
バ
ナ
ナ
の
栽
培
実
験
、
堆
肥
の
検

証
な
ど
も
始
め
て
い
ま
す
。
き
っ
と
、
農
場

の
名
前
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
、
兼
重
正
次

氏
（
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
連
合
（
当
時
）
の
元

専
務
）
も
喜
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
将
来

は
ネ
グ
ロ
ス
に
お
け
る
バ
ラ
ン
ゴ
ン
バ
ナ
ナ

栽
培
の
核
と
な
る
農
場
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

農
場
見
学
の
最
後
は
、
兼
重
さ
ん
の
お
墓

が
あ
る
カ
ネ
シ
ゲ
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
へ
。

こ
こ
に
は
、
２
０
２
０
年
に
亡
く
な
っ
た
、

秋
山
眞
兄
氏
（
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
元
共
同
代
表
）
も

分
骨
さ
れ
眠
っ
て
い
ま
す
。
計
画
で
は
、
オ

ル
タ
ー
・
ト
レ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
の
創
設
者
、

堀
田
正
彦
氏
の
遺
灰
を
埋
葬
し
、
生
田
喜
和

氏
（
オ
ル
タ
ー
・
ト
レ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
元

代
表
取
締
役
）、
椎
名
盛
男
氏
（
白
州
郷
牧
場

元
代
表
）
と
合
わ
せ
て
碑
石(

墓
）
を
作
る
予

定
で
す
。
今
年
の
８
月
６
日
に
は
、
Ｋ
Ｆ
ー
Ｒ

Ｃ
の
創
設
時
に
代
表
だ
っ
た
、
ア
ル
フ
レ
ッ

ド
氏
と
合
わ
せ
て
６
名
を
偲
ぶ
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
な
わ
れ
ま
す
。
そ
の
セ
レ
モ
ニ
ー
に
参

加
す
る
ネ
グ
ロ
ス
ツ
ア
ー
を
、
オ
ル
タ
ー
・

ト
レ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
、
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
、
Ｂ
Ｍ

Ｗ
技
術
協
会
の
３
社
に
よ
る
共
催
で
、
８
月

５
日
〜
８
日
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　
　

  

（
報
告
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
秋
山
澄
兄
）

　
　

   　
　

◆
次
号（
最
終
回
）に
続
き
ま
す
。

◎
高
知
県

プ
ラ
ン
ト
点
検
報
告

　
　
　
　
　
　

３
月
１９
〜
２１
日
に
高
知
県
内

の
３
か
所
の
プ
ラ
ン
ト
点
検
と
プ
ラ
ン
ト

巡
回
を
実
施
し
ま
し
た
。
高
知
県
で
は
毎

年
３
月
と
９
月
に
点
検
と
巡
回
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

①
四
万
十
町

十
和
堆
肥
セ
ン
タ
ー

３
月
１９
日
（
水
）、
四
万
十
川
の
中
流
域
・

四
万
十
町
広
瀬
に
あ
る
十
和
堆
肥
セ
ン
タ
ー

の
生
物
活
性
水
プ
ラ
ン
ト
の
定
期
点
検
を
実

施
し
ま
し
た
。
プ
ラ
ン
ト
は
土
木
槽
で
１０
ｔ

×
４
槽
と
５
ｔ
×
３
の
自
然
石
槽
で
す
。
原

料
は
こ
の
セ
ン
タ
ー
で
製
造
さ
れ
て
い
る
牛

糞
堆
肥
で
す
。
担
当
部
署
の
十
和
地
域
振
興

課
の
髙
橋
さ
ん
と
、
プ
ラ
ン
ト
の
日
常
管
理

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
耕
作
農
家
の
宮
地

さ
ん
と
一
緒
に
リ
ア
ク
タ
ー
の
充
填
材
の
交

換
と
各
槽
の
計
測
、
点
検
を
行
い
ま
し
た

生
物
活
性
水
の
Ｅ
Ｃ
は
１
．
６
１
ｍＳ
／
ｃｍ
、

ｐ
Ｈ
は
８
．
１
、
亜
硝
酸
態
窒
素
は
不
検
出

で
し
た
。

原
料
の
牛
糞
堆
肥
は
、
約
４
ｋｇ
入
っ
た
袋

を
７
袋
、
宮
地
さ
ん
が
定
期
的
に
交
換
し
て

い
ま
す
。
で
き
あ
が
っ
た
生
物
活
性
水
は
、

牛
糞
堆
肥
の
製
造
（
水
分
調
整
と
消
臭
）
に

利
用
す
る
ほ
か
、
十
和
地
域
の
耕
作
農
家
が

プ
ラ
ン
ト
ま
で
取
り
に
来
て
、
自
由
に
使
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
宮
地
さ
ん
ご
自
身
も
、

こ
れ
か
ら
準
備
に
入
る
シ
シ
ト
ウ
栽
培
に
利

用
す
る
予
定
で
す
。
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◎
方
波
見
農
園
（
茨
城
県
鉾
田
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　

生
物
活
性
水
プ
ラ
ン
ト
稼
働
開
始

３
月
１９
日
（
水
）、
茨
城
県
鉾
田
市
の
方
波

見
農
園
に
設
置
し
た
生
物
活
性
水
プ
ラ
ン
ト

の
培
養
調
整
の
確
認
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

生
物
活
性
水
プ
ラ
ン
ト
は
、
今
年
の
１
月

２１
日
（
火
）
〜
２２
日
（
水
）
に
、
方
波
見
農

園
の
方
波
見
洋
一
さ
ん
と
株
式
会
社
ミ
ク
ロ

コ
ス
モ
ス
茨
城
の
市
丸
滋
幸
さ
ん
に
工
事
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
き
、
設
置
工
事
を

行
い
ま
し
た
。

プ
ラ
ン
ト
は
、
１
０
０
０
Ｌ
の
バ
ル
ク
タ
ン

ク
６
槽
を
一
列
に
並
べ
、
５
０
０
Ｌ
の
ロ
ー

リ
ー
タ
ン
ク
を
堆
肥
有
機
物
抽
出
槽
と
し
て

使
用
し
て
い
ま
す
。

各
槽
に
は
軽
石
、
花
崗
岩
、
蛇
紋
岩
を
設

置
し
、
ロ
ー
リ
ー
タ
ン
ク
に
Ｂ
Ｍ
活
性
堆
肥

を
原
料
と
し
て
入
れ
、
曝
気
を
し
て
１
月
よ

り
培
養
調
整
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
の
培

養
調
整
は
、
１
週
間
ご
と
に
１
槽
ず
つ
水
を

移
し
な
が
ら
培
養
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

培
養
を
始
め
て
か
ら
約
２
ヶ
月
、
最
終
槽

の
水
質
測
定
を
行
な
い
ま
し
た
。
Ｅ
Ｃ
値
は

０
．
７
６
ｍＳ
／
ｃｍ
、
ｐ
Ｈ
が
８
．３
と
培
養
が

順
調
に
進
ん
で
き
て
い
る
の
で
、
分
析
機
関

に
て
最
終
槽
の
亜
硝
酸
態
窒
素
と
大
腸
菌
の

数
値
を
測
定
す
る
た
め
の
採
水
を
実
施
し
ま

し
た
。
こ
れ
で
培
養
プ
ロ
セ
ス
は
完
了
と
な

り
、
本
格
稼
働
が
開
始
と
な
り
ま
す
。

方
波
見
農
園
は
、
主
に
メ
ロ
ン
を
栽
培
さ

れ
て
い
ま
す
。
出
来
上
が
っ
た
生
物
活
性
水

は
、
メ
ロ
ン
栽
培
の
土
壌
へ
の
希
釈
潅
水
を

行
う
こ
と
で
、
土
壌
微
生
物
を
活
性
化
さ
せ
、

ま
た
ミ
ネ
ラ
ル
の
補
給
も
狙
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
　
　
（
報
告
：
匠
集
団
そ
ら

遠
藤
尚
志
）

②
高
知
市

と
さ
や
ま
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

３
月
２０
日
（
木
）、
夢
産
地
と
さ
や
ま
開
発

公
社
が
運
営
す
る
、
と
さ
や
ま
土
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
に
て
生
物
活
性
水
プ
ラ
ン
ト
の
点
検

を
実
施
し
ま
し
た

プ
ラ
ン
ト
は
５
ト
ン
の
ホ
ー
ロ
ー
タ
ン
ク

×
５
槽
が
第
一
と
第
二
の
２
系
統
あ
り
ま
す
。

点
検
は
堆
肥
製
造
担
当
の
山
崎
博
さ
ん
と
一

緒
に
リ
ア
ク
タ
ー
の
充
填
材
の
交
換
と
各
槽

の
計
測
、
点
検
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

生
物
活
性
水
の
Ｅ
Ｃ
は
、
第
一
系
統
が
１
．

２
０
ｍＳ
／
ｃｍ
、
第
二
系
統
が
１
．
１
７
ｍＳ
／

ｃｍ
で
し
た
。

生
物
活
性
水
の
原
料
は
牛
糞
が
主
体
で
、

特
産
品
の
ユ
ズ
の
皮
や
四
方
竹
の
皮
、
ま
た

高
知
市
内
の
生
協
の
店
舗
か
ら
出
る
野
菜
く

ず
や
魚
の
ア
ラ
な
ど
地
域
の
未
利
用
資
源
を

活
用
し
て
作
ら
れ
た
堆
肥
で
す
。
こ
の
堆
肥

は
、有
機
た
い
肥「
Ｂ
Ｍ
と
さ
や
ま
モ
コ
モ
コ
」

と
し
て
袋
詰
め
し
て
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

③
南
国
市

高
知
県
立
高
知
農
業
高
校

３
月
２１
日
（
金
）、
高
知
農
業
高
校
の
畜
産

総
合
科
に
て
、
生
物
活
性
水
プ
ラ
ン
ト
の
リ

ア
ク
タ
ー
充
填
材
の
交
換
と
定
期
点
検
を
実

施
し
ま
し
た
。

生
物
活
性
水
の
Ｅ
Ｃ
は
、
０
．
４
５
ｍＳ
／
ｃｍ

と
前
回
の
点
検
時
（
２
０
２
４
年
９
月
）
よ

り
高
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
原

料
の
堆
肥
交
換
を
定
期
的
に
行
な
っ
て
も
ら

う
よ
う
お
願
い
を
し
ま
し
た
。
最
終
槽
に
は

生
物
活
性
水
の
取
り
出
し
用
の
ホ
ー
ス
が
付

い
て
お
り
、
生
徒
が
簡
単
に
バ
ケ
ツ
に
く
み

出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

生
物
活
性
水
は
、
畜
舎
か
ら
出
る
牛
糞
、

豚
糞
等
を
原
料
に
し
た
堆
肥
づ
く
り
、
畜
舎

内
の
洗
浄
時
に
散
布
す
る
な
ど
で
利
用
し
て

い
ま
す
。
攪
拌
発
酵
槽
で
は
、
原
料
の
畜
糞

投
入
に
近
い
と
こ
ろ
で
も
ア
ン
モ
ニ
ア
臭
は

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
（
報
告
：
匠
集
団
そ
ら

星
加
浩
二
）
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グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
く
ま
も
と

　
　
　
　

Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
学
習
会
開
催

２
月
２５
日
（
火
）、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生

協
く
ま
も
と
で
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
学
習
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
熊
本
市
内
に
あ
る
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
く
ま
も
と
本
部
の
会
議

室
で
、
会
場
参
加
と
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
参

加
は
、
組
合
員
、
事
務
局
含
め
３２
名
、
オ
ン

ラ
イ
ン
は
２３
名
と
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
講
師
は
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
の
秋
山
澄

兄
事
務
局
長
、
そ
し
て
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
Ｂ

Ｍ
事
務
局
の
宮
﨑
と
秦
が
同
席
し
ま
し
た
。

Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
の
基
礎
か
ら
始
ま
り
、
畜
産
、

耕
種
農
業
、
堆
肥
作
り
な
ど
で
の
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技

術
の
活
用
事
例
、
そ
し
て
「
暮
ら
し
の
中
で

の
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
の
活
用
」
で
は
実
例
を
織
り

交
ぜ
な
が
ら
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
で
は
次
の
質
疑
応
答
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

Ｑ
：
ペ
ッ
ト
の
飲
み
水
と
水
槽
に
使
っ
て
い

　
　

ま
す
。
カ
タ
ロ
グ
や
Ｂ
Ｍ
そ
ら
に
記
載

　
　

さ
れ
て
い
る
使
用
倍
率
は
ど
の
よ
う
に

　
　

決
め
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
色
々
な
倍
率
で
試
し
て
決
め
ま
し
た
。

　
　

ち
な
み
に
、
水
槽
は
１
０
０
０
倍
よ
り

　
　

濃
い
と
藻
が
生
え
て
き
ま
す
。
私
は
水

　
　

槽
の
水
が
蒸
発
し
た
分
を
５
０
０
０
倍

　
　

く
ら
い
に
希
釈
し
て
、
足
し
て
い
ま
す
。

　
　

濃
く
て
も
悪
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

　
　

ん
の
で
、
色
々
な
倍
率
を
試
し
て
み
て

　
　

く
だ
さ
い
。

Ｑ
：
自
宅
に
コ
ン
ポ
ス
ト
が
あ
り
、
ハ
エ
が

　
　

発
生
し
ま
す
。
Ｂ
Ｍ
そ
ら
を
使
っ
た
ら

　
　

ハ
エ
の
発
生
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き

　
　

ま
す
か
。

Ａ
：
生
ご
み
を
入
れ
た
後
に
生
ご
み
が
見
え

　
　

な
く
な
る
程
度
土
を
入
れ
る
頻
度
を
上

　
　

げ
る
。
そ
し
て
Ｂ
Ｍ
そ
ら
を
か
け
て
い

　
　

た
だ
く
と
効
果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

学
習
会
後
に
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
一
部
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
実
際
に
購
入
し
て
い
た
も
の
の
、
ペ
ッ
ト

の
飲
み
水
に
希
釈
し
て
使
用
す
る
し
か
活

用
で
き
て
お
ら
ず
、宝
の
持
ち
腐
れ
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
学
習
会
の
前
半
は
難
し
い

事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
生
活
の
中
で
出
る

汚
れ
た
水
な
ど
を
循
環
し
て
地
球
に
還
す

事
は
、
せ
っ
け
ん
を
利
用
し
て
地
球
を
大

切
に
す
る
こ
と
と
近
い
と
感
じ
ま
し
た
。

●
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
は
地
球
の
営
み
を
そ
の
ま
ま

小
さ
く
し
た
よ
う
な
、
小
さ
な
地
球
を
手

元
で
再
現
で
き
る
、
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
で

き
る
技
術
だ
と
思
い
ま
す
。

●
Ｂ
Ｍ
そ
ら
は
ペ
ッ
ト
の
飲
水
や
、
メ
ダ
カ

の
水
槽
、
家
庭
菜
園
で
使
用
し
て
い
て
、

お
話
を
聞
く
の
は
初
め
て
で
し
た
。
倍
率

な
ど
使
用
方
法
を
聞
け
て
と
て
も
良
か
っ

た
で
す
。

●
ど
ん
な
菌
を
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
気
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
特
定
の
菌
で
は
な

く
、
そ
こ
に
い
る
菌
（
土
着
菌
）
を
使
用

さ
れ
て
い
る
と
の
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。

●
自
然
界
の
バ
ク
テ
リ
ア
の
働
き
を
活
か
し

て
水
を
浄
化
す
る
と
い
う
考
え
方
は
、
環

境
に
や
さ
し
い
だ
け
で
な
く
農
作
物
の
成

長
促
進
や
土
壌
改
良
に
も
繋
が
っ
て
い
て
、

お
話
を
聞
き
な
が
ら
わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。

●
水
は
人
が
生
き
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
、

地
球
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
で
す
。
そ
の

水
が
循
環
す
る
事
で
環
境
も
守
る
こ
と
に

な
る
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
は
大
切
な
技
術
だ
と
思

い
ま
し
た
。
生
き
た
土
で
育
っ
た
野
菜
や

動
物
は
き
っ
と
健
康
だ
と
思
い
ま
す
。
畑

は
な
い
の
で
す
が
ま
ず
は
お
花
の
水
や
こ

れ
か
ら
気
な
る
生
ゴ
ミ
の
臭
い
に
使
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
自
宅
で
犬
を
飼
う
こ
と
に
な
り
、
犬
の
口

臭
と
体
調
が
気
に
な
り
、
Ｂ
Ｍ
そ
ら
を
カ

タ
ロ
グ
で
購
入
し
飲
み
水
に
入
れ
て
飲
ま

せ
て
い
ま
す
。
お
腹
の
調
子
も
良
く
、
口

臭
も
和
ら
い
だ
よ
う
で
す
。

   

（
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
Ｂ
Ｍ
事
務
局

秦
武
士
）

糸
島
Ｂ
Ｍ
農
法
研
究
会

　
　
　
　

Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
学
習
会
開
催

３
月
１５
日
（
土
）、
糸
島
Ｂ
Ｍ
農
法
研
究
会

の
生
産
者
を
対
象
に
し
た
学
習
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
糸
島
Ｂ
Ｍ
農
法
研
究
会
は
、
福

岡
県
糸
島
市
で
、
長
ね
ぎ
、
に
ら
、
水
菜
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
パ
ク
チ
ー
な
ど
の
葉
野
菜

や
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ミ
ニ
パ
プ
リ
カ
な
ど
の

果
菜
類
を
生
産
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

昨
年
１１
月
に
秋
田
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国

交
流
会
で
は
、
生
物
活
性
水
を
使
っ
て
実
際

に
出
荷
し
て
い
る
品
目
を
播
種
か
ら
収
穫
ま

で
栽
培
す
る
と
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の

か
実
験
し
、
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

糸
島
Ｂ
Ｍ
農
法
研
究
会
で
の
学
習
会
は

２
０
２
３
年
９
月
に
開
催
し
て
以
来
で
す
。

学
習
会
の
前
後
に
畑
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

最
初
は
、
集
合
場
所
と
な
っ
て
い
た
柴
田

周
作
さ
ん
の
自
宅
に
設
置
さ
れ
て
い
る
Ｂ
Ｍ

プ
ラ
ン
ト
を
点
検
し
ま
し
た
。
柴
田
さ
ん
の

Ｂ
Ｍ
プ
ラ
ン
ト
は
全
国
の
中
で
も
珍
し
い
、

自
宅
の
便
槽
が
原
料
と
な
っ
て
お
り
、
モ
ダ

ン
な
肥
溜
め
の
よ
う
な
Ｂ
Ｍ
プ
ラ
ン
ト
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
最
終
槽
を
測
定
し
た
と
こ

ろ
、Ｅ
Ｃ
は
８
．２
７
ｍＳ
／
ｃｍ
前
後
、ｐ
Ｈ
は
３
．

３
前
後
、
亜
硝
酸
態
窒
素
は
０
．
５
以
上
で
し

た
。
酸
性
が
強
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
柴

田
さ
ん
は
「
酸
性
の
生
物
活
性
水
の
方
が
病

害
虫
の
予
防
に
効
果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
考
え
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
し
て
柴

田
さ
ん
の
水
菜
と
ほ
う
れ
ん
草
を
栽
培
し
て
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◎
Ｂ
Ｍ
Ｍ
技
術
学
習
会

  

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
大
阪

　
　
　
　
　

環
境
委
員
会

３
月
１０
日
（
月
）、
大
阪

府
枚
方
市
の
生
活
ク
ラ
ブ
生

協
大
阪
・
尊
延
寺
セ
ン
タ
ー

い
る
ハ
ウ
ス
と
育
苗
用
の
ハ
ウ
ス
を
見
学
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
育
苗
用
の
ハ
ウ
ス

で
は
、
電
熱
マ
ッ
ト
を
敷
い
て
、
そ
の
上
に

温
水
を
入
れ
た
容
器
を
置
き
、
ビ
ニ
ー
ル
で

囲
っ
た
ミ
ニ
加
温
ハ
ウ
ス
な
ど
も
あ
り
、色
々

な
工
夫
を
さ
れ
て
い
る
様
子
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
す
ぐ
隣
に
あ
る
長
糸
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
糸
島
Ｂ
Ｍ
農
法
研
究
会
の
生

産
者
６
名
、
講
師
は
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
の
秋

山
澄
兄
事
務
局
長
、
そ
し
て
西
日
本
Ｂ
Ｍ
Ｗ

技
術
協
会
事
務
局
の
宮
﨑
と
秦
が
同
席
し
ま

し
た
。

学
習
会
で
は
、
糸
島
Ｂ
Ｍ
農
法
研
究
会
の

メ
ン
バ
ー
が
生
産
し
て
い
る
作
物
で
、
過
去

に
実
験
・
事
例
発
表
し
た
デ
ー
タ
を
ま
と
め

た
も
の
や
「
耕
種
農
業
に
お
け
る
生
物
活
性

水
の
使
用
ガ
イ
ド
」
を
使
い
な
が
ら
、
農
業

に
お
け
る
活
用
を
中
心
に
説
明
い
た
だ
き
ま

し
た
。
各
産
地
で
の
事
例
や
活
用
方
法
を
説

明
い
た
だ
き
な
が
ら
、「
こ
の
堆
肥
は
ど
の
よ

う
に
作
っ
て
い
る
の
か
」、「
自
分
は
こ
の
よ

う
に
し
て
い
る
」、「
こ
の
や
り
方
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
」
な
ど
質
問
や
意
見
交
換
し
な

が
ら
の
学
習
会
と
な
り
、
予
定
時
間
を
超
え

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
と
て
も
内
容
の
濃
い

学
習
会
で
し
た
。

学
習
会
後
は
、
に
ら
を
生
産
し
て
い
る
平

野
洋
平
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
平
野
さ
ん
は
周
年
栽
培
さ
れ

て
お
り
、
播
種
前
の
種
を
生
物
活
性
水
で
浸

漬
さ
せ
た
り
、
紅
会
の
井
上
養
豚
場
の
豚
糞

堆
肥
を
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
ハ
ウ
ス
は
６
月
に
定
植
し
、
１１

月
か
ら
３
月
末
ま
で
出
荷
す
る
作
型
で
す
。

昨
年
夏
の
雨
不
足
と
高
温
で
活
着
が
悪
く
、

生
育
が
良
く
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
収
穫
後
の

出
荷
作
業
に
か
な
り
手
間
が
掛
か
っ
た
と
の

こ
と
で
し
た
。
隣
の
ハ
ウ
ス
は
収
穫
を
終
え
、

マ
ル
チ
シ
ー
ト
を
外
し
て
耕
し
て
い
る
途
中

で
し
た
。
収
穫
後
の
に
ら
は
そ
の
ま
ま
畑
に

す
き
込
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
堆

肥
や
も
み
殻
な
ど
を
投
入
し
て
次
作
に
向
け

て
準
備
し
て
い
く
そ
う
で
す
が
、
長
年
に
ら

を
連
作
し
て
い
る
が
連
作
障
害
が
ま
っ
た
く

出
な
い
そ
う
で
す
。

糸
島
Ｂ
Ｍ
農
法
研
究
会
は
、
昨
年
に
続
き
、

今
年
も
生
物
活
性
水
を
使
っ
た
実
験
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
１１
月
に
茨
城

県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
交
流
会
で
の
発
表
が

楽
し
み
で
す
。

（
西
日
本
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
事
務
局

秦
武
士
）

に
て
、
同
生
協
の
環
境
委
員
会
主
催
の
Ｂ
Ｍ

Ｗ
技
術
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
１０
名
、
講
師
は
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
事
務

局
の
秋
山
で
す
。

学
習
会
は
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
を
活
用
し
て
い
る

生
活
ク
ラ
ブ
大
阪
の
生
産
者
紹
介
、
次
に
Ｂ

Ｍ
Ｗ
（
バ
ク
テ
リ
ア
・
ミ
ネ
ラ
ル
・
ウ
ォ
ー

タ
ー
）
の
基
礎
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
の
農
業
で
の

実
践
例
の
紹
介
、
そ
し
て
生
物
活
性
水
の
家

庭
で
の
使
い
方
に
つ
い
て
話
し
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

話
し
の
途
中
で
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
か

ら
の
質
問
や
意
見
や
生
物
活
性
水
の
自
身
の

活
用
の
紹
介
な
ど
多
く
い
た
だ
き
、
終
わ
っ

て
み
れ
ば
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
２
時
間
半
、
学

習
会
と
い
う
よ
り
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
よ

う
な
形
で
充
実
し
た
学
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

学
習
会
後
は
、
尊
延
寺
セ
ン
タ
ー
に
設
置

さ
れ
て
い
る
生
物
活
性
水
プ
ラ
ン
ト
を
見
学

し
ま
し
た
。
プ
ラ
ン
ト
を
目
の
前
に
し
て
生

物
活
性
水
が
で
き
る
過
程
を
、
直
に
お
伝
え

で
き
る
の
は
と
て
も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
今
後
、
多
く
の
組
合
員
さ
ん
が

生
物
活
性
水
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
回
は
タ
ブ
ル
ヘ
ッ
ダ
ー
で
、
夕

方
か
ら
は
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
大
阪
の
各
物
流

セ
ン
タ
ー
の
支
所
長
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し

た
学
習
会
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

  

◎
や
ま
な
し
自
然
塾
定
時
総
会

３
月
２４
日
（
月
）、
山
梨
県
山
梨
市
の
夢

わ
ー
く
山
梨
に
て
、
や
ま
な
し
自
然
塾
の

２
０
２
４
年
度
の
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、

２５
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
２
０
２
４
年
度
の
活
動
と
会
計

報
告
、
２
０
２
５
年
度
の
活
動
計
画
、
予
算

案
が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
農
業
で
先
進
的
な
取
り
組
み
を

行
な
っ
て
い
る
産
地
の
視
察
や
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技

術
全
国
交
流
会
や
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
、
学

習
会
の
開
催
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
か
ら
、「
新
し
い
メ
ン
バ
ー
も
加
入

し
て
い
る
の
で
交
流
を
含
め
、
農
家
の
技
術

向
上
や
見
聞
を
広
げ
る
活
動
に
力
を
入
れ
て

ほ
し
い
」
と
言
う
意
見
が
あ
り
、
萩
原
貴
司

会
長
か
ら
は
、「
今
年
は
農
家
の
技
術
交
流
や

学
習
会
に
力
を
入
れ
て
活
動
し
て
い
く
」
と

の
事
で
し
た
。
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は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
１０ 

ｈａ
＋
玉
ね
ぎ
４
ｈａ
で
１４ 

ｈａ

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
最
初
に
引
き
継

い
だ
時
は
農
地
が
３
ｈａ
く
ら
い
で
し
た
の
で
、

３
倍
く
ら
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
反
収
（
１０
ａ
）
４
ト
ン

く
ら
い
で
す
。
玉
ね
ぎ
は
反
収
４
〜
５
ト
ン

で
す
。

　

春
ジ
ャ
ガ
は
１２
月
中
旬
〜
２
月
植
え
付
け
、

収
穫
は
４
月
下
旬
か
ら
７
月
に
か
け
て
、
秋

ジ
ャ
ガ
は
９
月
植
え
付
け
で
１２
月
〜
１
月
収

穫
で
す
。
玉
ね
ぎ
は
、
早
生
〜
晩
生
ま
で
９

品
種
を
使
い
分
け
て
い
ま
す
。
８
月
２０
日
〜

１０
月
２０
日
ご
ろ
種
ま
き
、
苗
を
順
次
植
え
付

け
、
収
穫
は
２
月
初
め
か
ら
６
月
に
か
け
て

行
い
ま
す
。
収
穫
直
前
に
雨
が
降
る
と
貯
蔵

性
が
悪
く
な
る
の
で
、
６
月
初
め
こ
ろ
に
は

収
穫
を
終
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

玉
ね
ぎ
は
雑
草
対
策
で
黒
マ
ル
チ
を
し
ま

す
。
春
ジ
ャ
ガ
は
芽
出
し
の
た
め
に
半
分
く

ら
い
黒
マ
ル
チ
、
秋
ジ
ャ
ガ
に
は
マ
ル
チ
は

し
ま
せ
ん
。

―
―
こ
の
面
積
を
何
人
で
作
っ
て
い
る
の
で

す
か
。

　

私
と
妻
、
息
子
の
斗
真
（
と
う
ま
）、
そ
れ

以
外
に
５
人
雇
用
し
て
い
ま
す
。
８
人
に
し

て
は
営
農
面
積
が
足
り
な
い
の
で
、
ど
の
よ

う
に
面
積
を
増
や
す
の
か
悩
み
ど
こ
ろ
で
す
。

―
―
斗
真
さ
ん
の
こ
と
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。

　

現
在
２６
歳
で
す
。
高
校
３
年
の
１
学
期
に
、

あ
ま
り
学
校
に
行
か
な
く
な
っ
て
、「
も
う
高

校
を
や
め
る
。
畑
を
す
る
」
と
言
っ
て
畑
に

来
て
い
ま
し
た
。
夏
休
み
の
こ
ろ
、
妻
が
圃

場
の
石
拾
い
を
さ
せ
ま
し
た
。相
当
き
つ
か
っ

―
―
お
義
父
さ
ん
と
の
関
係
、
ど
う
で
す
か
。

　

な
か
な
か
反
り
が
合
わ
な
か
っ
た
で
す
ね
。

や
は
り
、
同
じ
農
家
で
も
規
模
が
違
う
し
や

り
方
も
違
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
あ
ま
り

聞
く
関
係
で
は
な
く
、
農
作
業
の
こ
と
も
自

分
で
何
で
も
考
え
な
が
ら
し
て
き
ま
し
た
。

自
分
の
家
は
、
面
積
が
狭
か
っ
た
の
で
ト
ラ

ク
タ
ー
は
持
っ
て
お
ら
ず
、
ト
ラ
ク
タ
ー
に

乗
る
の
も
初
め
て
だ
っ
た
の
で
す
が
、
お
義

父
さ
ん
に
は
あ
ま
り
聞
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

で
も
そ
の
お
か
げ
で
、
何
で
も
自
分
で
考

え
て
や
っ
て
み
る
よ
う
に
な
り
、
結
果
的
に

は
良
か
っ
た
面
も
あ
り
ま
す
。

―
―
こ
の
こ
ろ
の
こ
と
を
も
う
少
し
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

当
時
は
、
南
高
有
機
農
法
研
究
会
（
以
下

「
南
有
研
」）
と
い
う
生
産
者
グ
ル
ー
プ
の
メ

ン
バ
ー
で
し
た
。
３５
歳
の
と
き
か
ら
、グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
青
果
生
産
者
の
会
の
副
会
長
を
４

年
、
３９
歳
の
と
き
か
ら
会
長
を
２
年
し
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
４１
歳
の
こ
ろ
、
所

属
し
て
い
た
南
有
研
の
運
営
を
巡
っ
て
混
乱

が
続
き
ま
し
た
。
結
果
的
に
、
南
有
研
の
５

人
の
メ
ン
バ
ー
で
、
新
た
に
株
式
会
社
産
直

南
島
原
で
出
発
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
７
人
の
メ
ン
バ
ー
で
、
私
が
社
長
を

し
て
い
ま
す
。
事
務
所
や
出
荷
所
は
南
有
研

の
も
の
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

―
―
営
農
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

作
物
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
玉
ね
ぎ
で
す
。ジ
ャ

ガ
イ
モ
は
年
に
２
作
し
ま
す
。
春
ジ
ャ
ガ
と

秋
ジ
ャ
ガ
で
す
。

　

農
地
は
９
ｈａ
で
す
が
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
５

ｈａ
で
２
作
し
ま
す
の
で
、
作
付
面
積
と
し
て

　

林
田
康
一
（
は
や
し
だ 

こ
う
い
ち
）
さ

ん
は
、
１
９
６
８
年
１
月
生
ま
れ
、
５７
歳
で
、

長
崎
県
南
島
原
市
南
有
馬
町
で
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
・
玉
ね
ぎ
の
農
家
で
す
。
現
在
の
林
田
家

に
は
婿
養
子
と
し
て
き
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
は
同
じ
南
有
馬
町
の
白
木
野
と
い

う
地
区
で
、
農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま

し
た
。
地
元
の
小
中
学
校
に
通
い
、
県
立
有

馬
商
業
高
校
を
卒
業
し
ま
す
。

　

１８
歳
で
、
地
元
の
農
協
で
働
き
始
め
ま
す
。

購
買
（
肥
料
な
ど
の
資
材
）
部
門
で
３
年
、

ス
タ
ン
ド
部
門
で
１
年
、
販
売
で
２
年
、
６

年
間
働
い
た
が
、
給
与
が
低
す
ぎ
る
の
で
辞

め
ま
し
た
。

　

２４
歳
で
、
農
協
の
職
員
だ
っ
た
人
が
始
め

た
葬
儀
屋
さ
ん
で
働
き
始
め
ま
す
。

ＢＭ
の
人々

産
直
南
島
原
（
長
崎
）
林
田
康
一
さ
ん

　

２５
歳
の
時
に
結
婚
し
て
林
田
家
に
入
り
ま
し

た
。
奥
さ
ん
は
、
農
協
の
ス
タ
ン
ド
に
ア
ル
バ

イ
ト
で
来
て
い
た
人
で
、
２
歳
年
上
で
す
。

　

結
婚
し
て
も
葬
儀
屋
さ
ん
で
働
い
て
い
ま

し
た
が
、
２８
歳
の
時
に
お
義
父
さ
ん
が
ケ
ガ

を
し
た
の
で
、
会
社
を
や
め
て
百
姓
を
し
始

め
ま
す
。
２９
歳
で
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
の
手
術

を
す
る
こ
と
に
な
り
、
半
年
く
ら
い
入
院
し

て
い
た
そ
う
で
す
。
１
〜
２
年
く
ら
い
何
も

で
き
ず
、「
農
家
は
ダ
メ
か
な
」
と
思
い
、
葬

儀
屋
で
ま
た
働
き
始
め
ま
す
。
２
年
間
く
ら

い
葬
儀
屋
で
働
き
、
土
・
日
に
は
農
業
の
手

伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
ま
た
、

お
義
父
さ
ん
が
ケ
ガ
を
し
た
の
で
、
本
格
的

に
農
業
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
、

３２
歳
で
す
。
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た
よ
う
で
、
友
達
の
家
に
行
っ
て
、
き
つ
い

と
い
う
愚
痴
を
こ
ぼ
し
た
ら
、
友
達
の
お
母

さ
ん
か
ら
、「
学
校
や
め
ん
で
お
け
ば
、
黙
っ

て
遊
ん
で
楽
な
の
に
」
と
言
わ
れ
て
、
ま
た

学
校
に
行
く
気
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
友
達

の
お
母
さ
ん
か
ら
私
に
も
電
話
が
あ
っ
て
、

高
校
の
先
生
に
も
「
ま
た
、
行
く
そ
う
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
の
連
絡
も
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
、
高
校
を
卒
業
し
て
、
そ
の
ま
ま

農
業
を
や
り
始
め
ま
し
た
。
先
輩
や
近
く
に

農
業
を
継
い
だ
人
が
複
数
い
た
の
で
、
農
業

を
や
り
易
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
決
し

て
「
父
親
の
背
中
を
見
て
」
跡
を
継
い
だ
の

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
息
子
の
嫁
は
高
校

の
と
き
の
同
級
生
で
、
そ
の
ま
ま
付
き
合
い
、

成
人
式
は
妊
娠
４
カ
月
で
迎
え
ま
し
た
。
子

ど
も
（
孫
）
が
５
人
で
す
。
５
歳
・
４
歳
・

２
歳
の
双
子
、
４
人
と
も
男
で
、
最
後
の
７

カ
月
に
な
る
子
が
初
め
て
の
女
の
子
で
す
。

―
―
斗
真
さ
ん
と
の
関
係
は
ど
う
で
す
か
。

　

私
の
義
父
と
の
関
係
と
は
ま
た
別
の
意
味

で
難
し
い
で
す
ね
。
私
は
自
分
で
考
え
な
が

ら
仕
事
を
し
て
き
た
の
で
、
斗
真
に
も
そ
う

な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
、
家
の
仕
事
は
斗
真

に
任
せ
て
い
ま
す
。
畑
の
作
業
段
取
り
は
斗

真
に
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
情
報
は
従
業
員

も
含
め
た
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
、
私
に
も
来
る
の
で

す
が
、
私
の
意
見
は
言
わ
な
い
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
聞
か
れ
れ
ば
、
意
見
を

言
い
ま
す
。

―
―
林
田
康
一
さ
ん
の
実
家
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
で
す
か
。

　

私
は
弟
２
人
妹
１
人
の
兄
弟
な
の
で
す
が
、

自
分
が
結
婚
す
る
と
き
は
、
す
ぐ
下
の
弟
が
、

「
自
分
が
す
る
か
ら
結
婚
（
婿
入
り
）
し
て
良

い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
別
の

町
に
引
っ
越
し
て
し
ま
い
、
実
家
は
両
親
が

２
人
で
農
業
を
し
て
い
ま
す
。
玉
ね
ぎ
が
５

反
と
ハ
ウ
ス
で
イ
ン
ゲ
ン
を
作
っ
て
い
ま
す
。

同
じ
エ
リ
ア
な
の
で
、
斗
真
が
ト
ラ
ク
タ
ー

で
畑
の
準
備
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
両
親
は

孫
に
会
え
る
の
で
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

自
分
は
ど
う
し
て
も
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

関
係
や
取
引
先
な
ど
の
行
事
に
出
か
け
る
こ

と
が
多
く
て
、
あ
ま
り
自
宅
の
営
農
に
か
か

わ
れ
な
い
と
い
う
事
情
も
あ
り
、
家
の
作
業

は
斗
真
に
任
せ
て
い
ま
す
。

　

私
は
農
地
を
や
や
遠
い
と
こ
ろ
で
も
借
り

て
営
農
面
積
を
増
や
し
て
き
た
の
で
す
が
、

若
干
重
荷
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
実
は
斗
真

も
そ
う
思
っ
た
よ
う
で
、
近
所
の
農
家
の
後

継
者
同
士
で
相
談
し
て
、
近
隣
の
農
地
の
圃

場
整
備
を
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

　

斗
真
は
、
引
き
こ
も
り
の
友
達
を
作
業
に

引
き
込
ん
で
う
ま
く
行
く
な
ど
、
と
て
も
良

い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
我
が
家
の

営
農
と
い
う
意
味
で
は
、
従
業
員
が
多
す
ぎ

て
、
そ
し
て
機
械
化
も
し
て
き
た
の
で
、
畑

の
面
積
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
状
態
で
す
の

で
、
ど
の
よ
う
に
計
画
を
立
て
る
か
が
重
要

で
す
。
斗
真
と
も
相
談
し
な
が
ら
解
決
し
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

生
物
活
性
水
に
つ
い
て
、
堆
肥
の
発
酵
に

使
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
使

い
始
め
て
い
ま
す
。
玉
ね
ぎ
の
苗
に
使
っ
て

効
果
が
あ
り
、
昨
年
は
立
ち
枯
れ
も
な
く
、

良
い
苗
が
で
き
ま
し
た
。
玉
ね
ぎ
の
圃
場
で

も
２
回
く
ら
い
葉
面
散
布
し
て
み
て
い
ま
す
。

堆
肥
場
を
新
た
に
借
り
て
使
え
る
よ
う
に
工

事
中
で
す
の
で
、
そ
こ
で
も
生
物
活
性
水
を

活
用
し
ま
す
。

―
―
孫
の
世
話
で
忙
し
い
中
、
取
材
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
聞
き
手
）

　
　

 

西
日
本
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会　

宮
﨑
利
明

　
◎
Ｂ
Ｍ
ト
ピ
ッ
ク
ス

「
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
３０
周
年
記
念
ス
ラ
イ
ド
」

　

第
３３
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
全
国
交
流
会
に
て
、

皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
い
た
、「
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術

協
会
３０
周
年
記
念
ス
ラ
イ
ド
」
の
フ
ル
バ
ー

ジ
ョ
ン
が
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
ア
ク
セ
ス
を

し
て
ご
覧
下
さ
い
。
ス
ラ
イ
ド
で
は
Ｂ
Ｍ

Ｗ
技
術
と
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協

会
の
３０
年
の
歴
史
を
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
で
お
伝
え
し
て

い
ま
す
。

「
書
籍
の
ご
案
内
」

　

Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
顧
問
・
長
崎
浩
氏
の
著

書
で
、
農
文
協
の
民
間
農
法
シ
リ
ー
ズ
か
ら

発
刊
さ
れ
た
、「
Ｂ
Ｍ
Ｗ
糞
尿
・
廃
水
処
理
シ

ス
テ
ム
」
が
再
版
さ
れ
ま
し
た
。
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技

術
を
知
る
入
門
編
と
し
て
最
適
な
１
冊
で
す
。

　

し
ば
ら
く
の
間
、
手
に
入
り
に
く
い
状
態

が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
再
版
い
た
し
ま
し

た
。
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
・
匠
集
団
そ
ら
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
（
Ｂ
Ｍ

Ｗ
技
術
関
連
商
品
を
販
売
し
て
い
ま
す
）
か

ら
ご
購
入
で
き
ま
す
。
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
の
バ
イ

ブ
ル
、
こ
の
機
会
に
是
非
、
お
求
め
下
さ
い
。BM-shop

―
―
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
と
の
関
係
に
つ
い
て
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

南
有
研
の
時
に
生
物
活
性
水
プ
ラ
ン
ト
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
自
分
が
就
農
し
た
時
か

ら
堆
肥
の
発
酵
に
使
っ
て
き
ま
し
た
。
産
直

南
島
原
が
発
足
し
て
か
ら
は
、
紅
会
の
生
物

活
性
水
を
西
日
本
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
か
ら
も

ら
う
よ
う
に
な
っ
て
、
産
直
南
島
原
の
出
荷

所
に
５
ト
ン
タ
ン
ク
を
設
置
し
、
み
ん
な
が

使
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

―
―
こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。
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発
行  

一
般
社
団
法
人
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会

Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
4
月
号

通
巻

号

【
３
月
の
活
動
】

３
日　

大
分
県
中
津
市
に
て
耶
馬
溪
フ
ァ
ー
ム
関

　

連
の
打
合
せ

４
日　

大
分
県
日
田
市
、
中
津
市
に
て
耶
馬
溪

　

フ
ァ
ー
ム
関
連
の
打
合
せ

１０
日　

大
阪
府
枚
方
市
の
生
活
ク
ラ
ブ
大
阪
・
尊

　

延
寺
セ
ン
タ
ー
に
て
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
学
習
会
と

　

プ
ラ
ン
ト
点
検

　
　

大
阪
府
枚
方
市
の
生
活
ク
ラ
ブ
大
阪
・
香
里

　

支
所
に
て
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
学
習
会

１３
日　

山
形
県
村
山
市
の
パ
ル
・
ミ
ー
ト
山
形
事

　

業
所
に
て
プ
ラ
ン
ト
定
期
点
検

１４
日　

佐
賀
県
唐
津
市
の
唐
津
ピ
ッ
グ
フ
ァ
ー
ム

　

に
て
プ
ラ
ン
ト
巡
回

　
　

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
の
パ
ル
シ
ス
テ
ム
連
合

　

会
・
岩
槻
セ
ン
タ
ー
、
白
岡
市
の
パ
ル
シ
ス
テ

　

ム
埼
玉
・
白
岡
セ
ン
タ
ー
に
て
プ
ラ
ン
ト
定
期

　

点
検

１５
日　

佐
賀
県
唐
津
市
の
麻
生
園
芸
を
訪
問

　
　

福
岡
県
糸
島
市
の
糸
島
Ｂ
Ｍ
農
法
研
究
会
に

　

て
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
学
習
会
、
柴
田
農
場
に
て
プ
ラ

　

ン
ト
巡
回

１８
日　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
若
手

　

幹
事
会
の
開
催

１９
日　

茨
城
県
鉾
田
市
の
方
波
見
農
園
、
茨
城
町

　

の
茨
城
Ｂ
Ｍ
、水
戸
市
の
さ
さ
ぬ
ま
３
３
フ
ァ
ー

　

ム
に
て
生
物
活
性
水
プ
ラ
ン
ト
の
培
養
調
整

　
　

高
知
県
四
万
十
町
の
十
和
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に

　

て
プ
ラ
ン
ト
定
期
点
検

２０
日　

高
知
県
高
知
市
土
佐
山
の
夢
産
地
と
さ
や

　

ま
開
発
公
社
に
て
プ
ラ
ン
ト
定
期
点
検

２１
日　

高
知
県
南
国
市
の
高
知
県
立
高
知
農
業
高

　

校
に
て
プ
ラ
ン
ト
定
期
点
検
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事 

務 

局 

だ 

よ 

り 

／ 

薬 

膳

　

岡
山
県
井
原
市
の
美
星
加
工
セ
ン
タ
ー
、
高
梁

　

市
の
き
じ
ま
る
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
て
プ
ラ
ン
ト

　

巡
回

２４
日　

山
梨
県
山
梨
市
で
開
催
さ
れ
た
、
や
ま
な

　

し
自
然
塾
の
総
会
に
出
席

　
　

埼
玉
県
蕨
市
の
パ
ル
シ
ス
テ
ム
埼
玉
・
蕨
セ

　

ン
タ
ー
に
て
プ
ラ
ン
ト
定
期
点
検

２５
日　

茨
城
県
茨
城
町
の
茨
城
Ｂ
Ｍ
に
て
生
物
活

　

性
水
プ
ラ
ン
ト
の
補
修
工
事

２７
日　

千
葉
県
千
葉
市
で
開
催
さ
れ
た
、
千
葉
Ｂ

　

Ｍ
技
術
協
会
・
パ
ル
シ
ス
テ
ム
千
葉
共
催
に
よ

　

る
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
学
習
会
（
第
２３
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術

　

基
礎
セ
ミ
ナ
ー
代
替
企
画
）

３１
日　

Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
常
任
理
事
会
、
匠
集
団

　

そ
ら
取
締
役
会
の
開
催

【
４
月
の
予
定
】

２
日　

大
分
県
中
津
市
の
耶
馬
溪
フ
ァ
ー
ム
に
て

　

Ｂ
Ｍ
プ
ラ
ン
ト
導
入
関
連
の
打
合
せ

４
日　

宮
城
県
仙
台
市
の
あ
い
コ
ー
プ
み
や
ぎ
で

　

開
催
さ
れ
る
、
あ
い
コ
ー
プ
み
や
ぎ
農
法
研
究

　

会
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加

８
日　

茨
城
県
水
戸
市
と
ひ
た
ち
な
か
市
に
て
第

　

３４
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
全
国
交
流
会
の
会
場
視
察

１１
日　

静
岡
県
掛
川
市
で
や
ま
な
し
自
然
塾
の
視

　

察
研
修
会
に
参
加

１６
日　

株
式
会
社
匠
集
団
そ
ら
第
３２
期
定
時
株
主

　

総
会
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
常
任
理
事
会
の
開
催

２１
日　

北
海
道
の
根
釧
み
ど
り
の
会
に
て
プ
ラ
ン

　

ト
点
検

２１
日
〜
２４
日　

ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
市
に
て
Ｂ
Ｍ

　

プ
ラ
ン
ト
設
置
調
査

A
C
T
IV
IT
Y
&
P
L
A
N

事
務
局
だ
よ
り 

3月 - 4月
MAR - APR

2025

Bacteria

Mineral

Water

ＢＭＷ
技術協会
＆

匠集団そら

 　

　

薬 

膳 

の 

話  　

   　

〜 

鯉
（
こ
い
）
〜

　

花
粉
の
飛
散
が
続
い
て
い
ま
す
。
目
や
鼻
の

か
ゆ
み
に
は
、
蒸
し
タ
オ
ル
を
当
て
る
の
が
効

果
的
で
す
。
レ
ン
ジ
で
温
め
た
タ
オ
ル
を
直
接

目
や
鼻
に
当
て
、
７
〜
８
分
ほ
ど
温
め
ま
す
。

こ
の
時
目
と
鼻
は
一
緒
に
で
は
な
く
別
々
に
温

め
ま
す
。

　

血
行
を
良
く
し
て
粘
膜
の
う
っ
血
を
解
消
す

る
の
は
、
シ
ソ
、
レ
ン
コ
ン
、
黒
ゴ
マ
、
シ
ョ

ウ
ガ
、
ネ
ギ
、
セ
リ
、
白
菜
な
ど
で
す
。
ま
た
、

緑
茶
や
ル
イ
ボ
ス
テ
ィ
ー
、甜
茶
は
ア
レ
ル
ギ
ー

を
抑
制
す
る
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

甘
い
も
の
、
唐
辛
子
な
ど
の
刺
激
物
、
酒
類
は

控
え
め
に
し
ま
す
。

　

中
国
で
は
３
０
０
０
年
前
か
ら
食
用
に
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
鯉
の
味
は
長
流
に
棲
む
も
の
が
一

番
美
味
で
、
次
に
大
き
な
湖
と
い
い
ま
す
。
ウ

ロ
コ
が
３６
枚
程
あ
る
た
め「
三
十
六
鱗
」や「
六
六

魚
〜
り
く
り
く
ぎ
ょ
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
い
の
ぼ
り
を
飾
る
の
は
、中
国
の
故
事
「
登

　

五
味
は「
甘
」、四
気
は「
平
性
」、帰
経
は「
胃
、

す
い
臓
」
で
す
。
口
の
渇
き
を
癒
し
、
咳
を
止

め
ま
す
。
利
尿
作
用
に
優
れ
、
む
く
み
や
尿
の

出
の
悪
い
時
に
利
用
し
ま
す
。
母
乳
の
出
を
よ

く
す
る
働
き
が
有
名
で
、
鯉
を
味
噌
味
で
煮
込

ん
だ
「
鯉
こ
く
」
は
妊
娠・授
乳
中
に
最
適
で
す
。

鯉
に
含
ま
れ
る
タ
ウ
リ
ン
は
４
割
ほ
ど
煮
汁
に

溶
け
出
す
の
で
、
汁
ご
と
取
る
よ
う
に
し
ま
す
。

ル
テ
イ
ン
も
含
ま
れ
、
目
の
網
膜
に
作
用
し
て

症
状
を
改
善
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
旧
約
聖

書
の
ト
ビ
ト
記
に
は
、天
使
ラ
フ
ァ
エ
ル
に
「
鯉

の
胆
嚢
を
目
に
で
き
た
白
い
膜
に
塗
り
、
息
を

吹
き
か
け
れ
ば
目
は
治
る
」
と
言
わ
れ
た
ト
ビ

ア
が
そ
の
通
り
に
し
た
と
こ
ろ
、
父
ト
ビ
ト
の

視
力
が
回
復
し
た
と
あ
り
ま
す
。

　

胆
嚢
は
苦
玉
と
言
わ
れ
、
鯉
毒
が
含
ま
れ
て

い
て
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
加
工
し
た
も
の
は

「
鯉
胆
〜
り
た
ん
」
と
い
う
生
薬
と
し
て
視
力
改

善
、
滋
養
強
壮
、
消
化
促
進
に
使
い
ま
す
。
苦

玉
は
調
理
の
際
に
は
必
ず
取
り
除
き
ま
す
。
調

理
中
に
潰
れ
る
と
、
全
体
に
強
い
苦
味
が
回
り

食
べ
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

薬
用
魚
と
も
言
わ
れ
、
た
ん
ぱ
く
質
や
ビ
タ

ミ
ン
Ｂ
群
の
他
、
疲
労
回
復
に
役
立
つ
ア
ミ
ノ

酸
の
ア
ル
ギ
ニ
ン
、
保
湿
力
を
保
つ
ヒ
ア
ル
ロ

ン
酸
、
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る
Ｄ
Ｈ
Ａ
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

◎
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
事
務
局　

佐
々
木
エ
リ
カ

　

北
京
中
医
薬
大
学
日
本
校
薬
膳
養
成
学
科
卒

　

業
。
中
医
薬
膳
士
、
総
合
漢
方
研
究
会
会
員
。

　

昭
和
漢
方
生
薬
ハ
ー
ブ
研
究
会
会
員
。

137

竜
門
」
が
由
来
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
黄
河
の
上

流
に
あ
る
急
流
（
竜
門
）

を
登
り
切
っ
た
鯉
が
龍

に
な
っ
て
天
に
上
る
と

い
う
話
で
す
。
江
戸
時

代
の
武
家
は
、
滝
登
り

の
鯉
を
出
世
の
象
徴
と

し
て
、
我
が
子
の
立
身

出
世
を
願
い
５
月
５
日

端
午
の
節
句
に
こ
い
の

ぼ
り
を
立
て
ま
し
た
。


